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モンゴルの，ある風
かぜ

の強
つよ

い日
ひ

のことです。 9 才
さい

のバトバヤルは放
ほう

課
か

後
ご

，バス
停
てい

から家
いえ

に向
む

かって歩
ある

いてい
ました。風

かぜ

の中
なか

，コートをさ
らに強

つよ

くだきしめました。幸
さいわ

い，バトバヤルの住
す

む，おじい
ちゃんとおばあちゃんの家

いえ

ま
でそう遠

とお

くはありません。
「ただいま！」バトバヤルは
家
いえ

に入
はい

りながら言
い

いました。
「おかえり」とおばあちゃん
が言

い

いました。「おやつにホーショール〔訳
やく

注
ちゅう

―モンゴルで作
つく

られている料
りょう

理
り

。ミートパイのよ
うなもの〕を作

つく

ったわよ。」
「ありがとう！」バトバヤルは，温

あたた

かくてスパイシー
なホーショールに手

て

をのばしました。
「待

ま

って！ 宣
せん

教
きょう

師
し

が来
く

るまで食
た

べちゃだめだ」と
おじいちゃんが言

い

いました。「すぐに来
く

るだろうか
ら。」
バトバヤルは，おばあちゃんとおじいちゃんの教

きょう

会
かい

の宣
せん

教
きょう

師
し

が来
き

てくれるのが大
だい

好
す

きでした。いつも
たくさんのことを教

おし

えてくれました。でも，一
ひと

つだけ
問
もん

題
だい

がありました。
「モルモン書

しょ

を読
よ

んでって，また言
い

われるかな？」
バトバヤルはたずねました。「読

よ

むのは苦
にが

手
て

なんだ
けど。」
「だから，今

きょ う

日は別
べつ

の本
ほん

を持
も

って来
き

てくれるのよ」
とおばあちゃんが言

い

いました。
「どんな本

ほん

？」バトバヤルは言
い

いました。
「もうすぐ分

わ

かるわ」とおばあちゃんが言
い

いました。
やがて宣

せん

教
きょう

師
し

が到
とう

着
ちゃく

しました。宣
せん

教
きょう

師
し

と一
いっ

緒
しょ

に，

おばあちゃんのおいしいホーショールを食
た

べました。
それから，バトバヤルは言

い

いました。「本
ほん

を持
も

って
来
き

てくれたっておばあちゃんが言
い

ってたんだけど。」
「きっと気

き

に入
い

ると思
おも

うわ」とハイツ姉
し

妹
まい

が言
い

い
ました。「絵

え

がたくさんのってるの。」
バトバヤルが表

ひょう

紙
し

を見
み

ると，モルモン書
しょ

ものがた
りと書

か

いてありました。表
ひょう

紙
し

の絵
え

には，船
ふね

をつくる
人
ひと

々
びと

がえがかれていました。
「その話

はなし

，覚
おぼ

えてるよ」とバトバヤルは言
い

いました。
「その男

おとこ

の人
ひと

は船
ふね

のつくり方
かた

を知
し

らなかったから，
いのったんだ。そうしたら，神

かみ

様
さま

が助
たす

けてくださっ
たんだよね。」
「そうよ」エンクツヤ姉

し

妹
まい

が言
い

いました。「この本
ほん

を読
よ

んでみる？ そうしたら，本
ほん

が教
おし

えていることが
ほんとうかどうかが分

わ

かるよう，いのることができる
わ。」
「うん，そうする」とバトバヤルは約

やく

束
そく

しました。
そのばん，バトバヤルはその絵

え

本
ほん

を読
よ

みました。
船
ふね

についての物
もの

語
がたり

を読
よ

みました。それから，いのり
ました。バトバヤルは，船

ふね

をつくった男
おとこ

の人
ひと

や，神
かみ

が

 バトバヤルと
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ル

教
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会
かい

機
き

関
かん

誌
し
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（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。）
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どのようにその人
ひと

を助
たす

けたかを考
かんが

えながらねむりに
着
つ

きました。
そのときからずっと，バトバヤルは毎

まい

晩
ばん

物
もの

語
がたり

を一
ひと

つ
ずつ読

よ

み，それから，いのりました。そして毎
まい

晩
ばん

，読
よ

んだことについて考
かんが

えながらねむりに着
つ

きました。
姉
し

妹
まい

宣
せん

教
きょう

師
し

は次
つぎ

に訪
ほう

問
もん

したときに，イエス・キリ
ストについてもっとバトバヤルに教

おし

えました。バトバ
ヤルは預

よ

言
げん

者
しゃ

について学
まな

びました。神
かみ

のいましめに
ついても学

まな

びました。バトバヤルは，おばあちゃん
とおじいちゃんと一

いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に通
かよ

い続
つづ

けました。
そして，読

よ

み続
つづ

け，いのり続
つづ

けました。
ある日

ひ

，バトバヤルは，おじいちゃんとおばあ
ちゃんに大

たい

切
せつ

な話
はなし

をしようと思
おも

いました。「あ
の絵

え

本
ほん

の物
もの

語
がたり

を読
よ

んだときに，心
こころ

の中
なか

でいい
気
き

持
も

ちがしたんだ」と言
い

いました。「いのる
と，物

もの

語
がたり

が真
しん

実
じつ

だと感
かん

じたよ。だから，バプテスマ
を受

う

けた方
ほう

がいいと思
おも

うんだ。」
今
いま

，バトバヤルは教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

です。どんどん読
よ

む
のが上

じょう

手
ず

になっています。そして，今
いま

でも毎
まい

晩
ばん

モル
モン書

しょ

を読
よ

んでいます！ ●

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
ビ
ン
・
キ
ー
ル

宣
せん

教
きょう

師
し

はバルトバヤルをど
のように助

たす

けたでしょうか。
だれがあなたを助

たす

けてくれ
るでしょうか。

絵
え

本
ほ ん

 


